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2018 年度 八洲学園高等学校 学校評価 
 

１ めざす学校像 

 
高等学校で過ごす「時」は、生徒さんの「人間力」を育み、将来豊かな人生を送るためにとても大切な時間です。 
 
八洲学園高等学校は、その「時」をより充実したものにできるよう、学習面はもちろん、生徒さんの個性を大切にさまざまな場面でしっかりと 
 
サポートし導いていく学校として教育活動を実践していきます。 
 

 

２ 中期的目標（Plan） 

以下の項目において、当校の教育理念に沿った教育目標を達成するために、学校内外にある資源を組織として活用し、学習活動の成果を検証して、
その強みと弱みを明らかにし、学校教育全体の底上げを図る。 

１ 学校運営 
（１）教育課程 
（２）教職員連携 
（３）財務関係 
（４）情報公開 
（５）危機管理 

   

２ 教育内容 
（１）面接指導・添削指導等 
（２）情報教育 
（３）人権教育 
（４）その他 

 

以下の項目において、教員・教科間の連携状況、会議の有効性、学習指導及びカンセリング体制についての教職員による自己評価を、学力の向上
と除籍防止への寄与の観点から分析を行い、学校の強みと弱みを明らかにして、改善の方策を検討・実施する。教職員の資質向上の観点から、学
校運営、教職員の連携、校内外の研修等について自己評価を行い、日常的なＯＪＴ（On the Job Training）の活性化を図るとともに、研修体系、
指導体制などの充実に努める。 
 

３ 生徒指導・支援 
（１）生徒指導 
（２）進路指導 
（３）生徒支援 
（４）教職員研修 
（５）管理 
 

 

【自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見】(Do、Cheak) 

自己評価アンケートの結果と分析［平成３０年４月実施分］ 学校評価委員会からの意見 

○教職員 

・実施日 ２０１９年１月１７日～２０１９年１月３１日 

 

・対象者 常勤教職員 ５３名 

 

・期日までに全常勤教職員より回答あり 

 

【分析】 

すべての項目において、概ね教育目標は達成できているとの教職員 

 

評価であった。文科省委託事業である「平成 30 年度多様な学習を支

 

援する高等学校の推進事業」に参画し、支援を要する子ども達への 

 

就労支援の取り組みの研究を中心に、新しい教育活動の取り組みを 

 

始める準備を行った。 

〇学校評価委員会 

・実施日 ２０１９年４月４日（木） 

 

・学校評価委員 校長、教頭、事務長、教務部長、総務部長、進路指導部長、総務部長 

 

・学校評価委員により学校評価委員会を開催し、２０１８年度学校評価結果について 

 

分析を行った。 

 

【意見】 

２０１８年度は、概ね教育目標を達成できているが、少ない教職員で膨大な業務を一時 

 

期に行っている状況が改善されておらず、各教職員の負担が多い状況に変化はない。 

 

今後、より良い教育環境を築いていくためには、各教職員が教育活動により専念できる 

 

環境の整備が必要である。 

 
 

【自己評価アンケートを踏まえ２０１９年度の改善点】（Action） 

 
1、進路指導（キャリア教育について） 
 
・文科省委託事業である「高等学校における次世代の学習ニーズを踏まえた指導の充実事業」を通して、支援を要する子どもたちを中心とした 
 
就労支援の取り組みを策定する。 

 



八洲学園高等学校

分類 評価の観点 評価項目 具体的な評価項目 評価 評価の観点と理由 改善方策

学習指導要領の対応状況
教育課程は学習指導要領に沿っており、その編成・実
施の考え方について、教職員間で共通理解できてい
る。

5

教育目標・計画
生徒の学力・体力の状況を把握し、それを踏まえた取
り組みを心がけている。また、生徒の学習について評
価や評定の工夫が行われている。

5

組織運営
校務分掌や主任制等が適切に機能するなど、学校の
明確な運営・責任体制が整備されている。

5

教員・教科間連携状況
教員間教科間の相互理解がなされ、信頼関係に基づ
いて教育活動が行われている。

5

教員と事務職員の連携状況
教員と事務職員の情報交換の機会があり、相互理解、
連携がとれている。

4

会議の有効性
職員会議をはじめ各部会が有効かつ効率的に機能し
ている。

4

財務に関する意識 学校の経営指標と財務状況について理解している。 5

財務状況の把握 予算、決算の収支の状況について理解している。 5

評議員・理事会機能
評議員会、理事会の役割や機能について理解してい
る。

5

ホームページの活用状況
学校ホームページ等で可能な範囲の情報公開をして
いる。

5

授業公開状況
保護者へスクーリングを公開したり、出席状況等を定
期的に報告している。

4

役割分担
事故、事件、災害時に対処する役割を分担されてい
る。

5

安全管理 校内の安全点検活動を実施している。 5

危機管理対応状況
危機管理マニュアル、警察、消防との連携、訓練など
学校の安全対策がとられている。

5

スクーリングでは各教員が工夫をし、体験的な学習や
問題解決的な学習、生徒の興味関心を生かし、自主
的・自発的に学習を進めることができるよう工夫してい
る。

5

視聴覚教材などの教材・教具の活用をしている。 5

情報能力育成 生徒の情報活用能力の育成を図っている。 4

情報モラル指導
情報の発信に伴う責任など情報のモラル面の教育に
取り組んでいる。

4

研究体制
人権尊重・いじめ防止に関するさまざまな課題や指導
方法を教職員が研究している

4

社会の一員としての意識（公正、勤労、奉仕、公共心、
公徳心や情報モラルなど）について、指導している。

5

命の大切さや環境の保全などについて指導し、人権
尊重やいじめ防止の教育において、さまざまな学習方
法で、意識を高める教育を行っている。

4

学校行事 遠足・実習などの学校行事を充実させている。 5

部活動
部活動で、教育課程外の活動の管理・実施体制は
整っている。

4

特別活動 計画的に教育活動に取り入れている。 4

国際理解
他国の歴史・文化の理解、異文化交流など国際理解
に対する教育活動を取り入れている。

4

教
育
内
容

面接指導・添削
指導等

学習指導

情報教育

人権教育

教育体制

その他

2018年度重点テーマ

目標（ねらい）
当校の教育理念に沿った教育目標を達成するために、学校内外にある資源を組織として活用し、学習活動の成果を検証して、その強みと弱みを明らかにし、学校教育全体の底
上げを図る。

自己評価に基づく、自主的・自立的な学校運営改善

学校自己評価（学校運営・教育内容に関するもの）

教育課程の編成・実施の考え方について、教
職員間で共通理解ができている。

校務分掌や主任制等、学校の明確な運営・責
任体制も整備されているが離職者数も多く、
経験年数の多い教職員の兼務状況が続いて
いる。教員間教科間の相互理解は、勤務地
（ｷｬﾝﾊﾟｽ）が離れていることもあり、難しい面も
あるが、教職員間の相互理解・信頼関係に基
づいて教育活動が行われている。職員会議を
はじめ各部会議が有効かつ効率よく機能する
よう努力する必要がある。

学校・学園の経営指標と財務状況について、
多くの教職員は理解している。

教務部を中心に教科間の連携を増やし、
先ずは、各教科内で研修や、各々の授業
見学・授業評価をするなどし、積極的機
会を設ける。

離職者数を減らす様に学校組織全体で
取り組みを行う必要がある。また、可能な
限り業務内容をスリム化し全体的な職員
会議などを効率よく開催し、教職員間の
連携の充実に努める。

職員会議等での役員会報告と、学園ＨＰ
の閲覧等により理解を深めるように努め
る。

学
校
運
営

教育課程

教職員
連携

財務関係

危機管理

学校行事・特別活動は、年間スケジュールを
立てて、行事目的を設定できている。部活動
は参加者は徐々に増えているが、今後もっと
活動の幅を広げる余地はある。国際理解がで
きる行事や取り組みについては、不十分であ
る。

危機管理マニュアルの作成および、防災
関連備品の購入、各施設での年１回以上
の消防訓練の実施を行い、職員研修とし
てAED講習や防火管理者資格の取得す
る。

情報公開

教務部を中心に、学習指導内容のよりよ
いものとなるよう充実を図る。

学校行事（特別活動）や情報科のスクーリ
ングを中心に啓蒙の取り組みを始める。

教職員が年間指導計画に沿って目標を
達成できるよう研修の機会を設ける。

クラブ活動は、今後もっと生徒さんが参加
していけるように、活動内容を整備する。
国際理解の教育活動は英会話の授業を
増やしていく。

危機管理マニュアルの作成を行い、全教職員
で定期的な内容確認を実施した

スクーリング指導等について、教務部が中心
になって指導計画が作成できている。また、生
徒の実態に合わせて指導方法の改善を行っ
ている。

情報モラルの面の指導が積極的にできている
訳では無い。生徒の情報活用能力の育成を
図っているがまだ不十分である。

特別活動を中心に、人権教育において、さま
ざまな学習方法で、意識を高める教育を行っ
ている。

八洲通信やホームページ等で可能な範囲の
情報公開をしている。保護者や入学希望者、
近隣中・高の教職員など、希望があれば積極
的に授業公開を行っている。

ＨＰ・公開授業ともに今後も積極的に情報
公開を実施する。
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